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３．売上金の使いみちについて 

一昨年、昨年と実施しました東北の物産販売高校生プロジェクトに引き続き、販売による売り上げに

ついては、被災し就学困難になっている高校生、及び、未来の高校生（現小中学生）が安心して学べる

環境になるための一助として役立つことを願って、全額「東日本大震災子ども支援 ユネスコ協会就学

支援奨学金」として役立ててもらうことにしました。 

 

（この奨学金に関しては以下のユネスコ協会ホームページの抜粋で趣旨をご理解下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ ２０１５年１月現在、「ユネスコ協会就学支援奨学金」の給付を受けている奨学生は、 

２，１５３名となっております。 

 

 

４．活動支援金（協賛金）に、ご協力いただいた団体・会合  

ボランティア活動者交流会 岩見沢市役所 岩見沢市教育委員会 

岩見沢地区消防事務組合 岩見沢青年会議所 空知信用金庫 

岩見沢警察署親睦会 みその保育園 岩見沢市地域包括支援センター 

介護老人保健施設ゆあみーる 岩見沢脳神経外科 岩見沢保健センター 

北海道子どもの本のつどい 

岩見沢大会実行委員会 
活動❤寄付の使いみち報告会 岩見沢農業高等学校 

岩見沢緑陵高等学校 岩見沢東高等学校 岩見沢高等養護学校 

岩見沢市社会福祉協議会   

全１６団体・３会合 

「ユネスコ協会就学支援奨学金」は、東日本大震災で家を失ったり、ご両親が仕事を失ったり

と、経済的な理由から就学が困難になった子どもたちを支援するものです。原則として、ひとり

月 2 万円を3 年間給付します。 

２０１２年５月３１日現在、宮城県気仙沼市、石巻市、仙台市、南三陸町、岩手県大槌町、陸

前高田市において、計１，５３４名の児童・生徒へ奨学金の給付が決まりました。 

本奨学金は、ご賛同いただきました各種企業・団体・個人の皆さまからのご寄付によって成り

立っています。ご協力いただきました多くの皆様に心より感謝申し上げます。 

震災の被害による経済的な理由で就学が困難になっている小・中学生は 4万 4 千人にのぼるとい

われており、まだまだ支援が必要とされています。引き続き、みなさまのご協力をお願い致します。 


